
認定特定非営利活動法人フードバンク関西

誰もが食べるものがなくて困ることがなく
安心して暮らせる社会づくりに貢献します。



企業・法人、個人から食品の寄贈を受け、それらを弱い立場にある人たちを支

える活動をする非営利団体や困窮する個人に無償でお届けしています。

食品流通関連企業

商品としては扱えないが、
食べ物としては問題ない食品な
ど
提供企業１８０社

家庭で使い切れない食品など
フードドライブ

支援を必要とする人達

・福祉施設・非営利団体・子ども食堂・
パントリーなど （約１６０団体）

・食のセーフティネット
・困窮する個人世帯への支援

・子ども元気ネットワーク

無償提供

所在地 兵庫県 神戸市東灘区 活動範囲は主に阪神間

2003年 活動開始 法人格取得 ２００４年１月

年間取扱量 約２８０トン（２０２１年度）

登録ボランティア数 約１２０人 常勤職員をおかず、ボランティアで運営しています。

個人、団体など



食品の受け取り 検品作業 保管・在庫管理

各団体へ仕分け

お届け



食のセーフティーネット事業

食のセーフティネット～行政、社協を通じて

行政の福祉課、社会福祉協議会の生活相談部署からの支援要請を受けて、約１週間分の米、レトルト、缶詰など
の食品を担当者を通じて対象世帯に届けるしくみ ２０１２年に取り組み開始

事業協定締結自治体 尼崎市 芦屋市 西宮市 神戸市 伊丹市 宝塚市 川西市 三田市 加東市 高砂市 猪名川町
ワーカーズコープ姫路地域福祉事務所

２０２１年度 ５８７件 ９１５人に食品を提供 ２０１２年以降、初めて前年より減少

個人からの直接の支援依頼に対して宅配で直接個人に届ける

２０２１年度 １０１７件 ２６６１人
コロナ禍で急増
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支援世帯数経年変化

行政・社協経由 本人要請

生活困窮者支援の取り組
み



フードパントリー団体への食糧提供

学生、外国人、ひとり親などを対象にフードパントリーを定期的、不定期に開催する団体に対して食品を提供

パントリー開催団体は増加傾向 ガイドラインの作成と普及促進

その他の生活困窮者支援事業

子ども元気ネットワーク事業 ＮＰＯの連携による、困窮ひとり親家庭への多面的支援

女性と子ども支援の NPOと母子生活支援施設 こども食堂 ＝生活相談 学習支援
NPO法人フードバンク関西 ＝宅配による月１回の食糧支援 現在 約７０世帯登録 支援期間は１年

困窮する子育て世帯への食支援 子育て世帯応援食品パック
年２回（夏休み、年末）に公募して実施 ２０２０年～２０２２年で６回実施

２０２２年７月 笑顔になる～夏休み子育て世帯支援食品パック

４７５世帯 149５人に食品パックを発送

２０２２年１２月 笑顔になる～年末年始子育て世帯支援食品パック

４９４世帯 1６５１人に食品パックを発送

生活困窮者支援の取り組
み



・お給料は上がらないのに、食費（材料費）が上がっているので、食費を少しずつ削っています。やはりお菓子
類から買わなくなっていくので、今回ビスケットやナッツ類など今まさに自分がガマンしているものが届いて
嬉しかったです。

子育て世帯応援食品パック 受け取った方から

・お会いしたこともない方々が、私たちのことを気にかけて下さり、とても嬉しく頑張れと言ってもらってい
るようで勇気づけられました。感謝です。

・応援していただいていることに感謝していますし、明日もがんばろうという気持ちになりました。

・クリスマス、お正月と食料どうしようかと思っていました。子供に食べさせたいが食べさせられなのが一
番辛いのでうれしかったです。少しでも楽しい冬休み、年末年始になりますように。

・娘が段ボールから物資を取り出すときの嬉しそうな顔が、私は一番嬉しかったです。沢山の方の協力
で送っていただいたと思うと非常にうれしく思います。娘が成人し、落ち着いたら今度は自分がボラン
ティアのような形で支援する側になりたいと思っています。物価高騰、母子家庭とあって、日々大変で
すが、支援のおかげであたたかい年末年始がすごせそうです。



フードバンク活動の効果と課題

①フードバンクは、食の再分配により、食べ物本来の役割を全うさせて、多くの方を救う
ことができる効果的なしくみです。

⇒地域社会で資源と支援の循環をつくる

②食べ物は人を元気に、気持ちを前向きにします。

「お金はないけど、お米があるからだいじょうぶ」

「久しぶりに甘いものを食べてホッとして涙が出た」

「こんなにたくさんの方たちが支えてくれている・・」

お腹も心も満たすことができる → 食を入口として包括的な支援の枠組みでの活用
を期待

期待される効果

課題

①食支援だけでは根本的な世帯の課題を解決できない。

⇒関連機関との連携により多方面からの支援が必要

②生活維持に必要な食べ物の安定的、継続的な入手

フードバンクに集まりにくい食材 栄養の偏りが心配



ご清聴、ありがとうございました


